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項 目 要  約 

１．研究の概要 使用済トリウム燃料溶解条件におけるU(VI)およびTh(IV)の沈殿剤

との化学的相互作用や溶解基礎物性の解明とそれらの相互分離実証

試験を行い、ウラン選択的沈殿剤を用いたトリウム燃料簡易再処理基

盤技術の開発を目的とし、以下の研究開発を行う。 

１）ウラン沈殿の構造特性および溶解基礎物性の解明

２）U, Th沈殿挙動の解明

２．総合評価 
Ａ

・沈殿法再処理を目指して、アクチノイドの錯体化学に基づき、硝酸

ウラニル沈殿剤の分子設計を行い、当初の目的よりも高い性能を有

する、これまでにない高効率の硝酸ウラニル沈殿剤の開発に成功し

ている。 

・低濃度のウラン領域で比較的大きな回収率を達成しており、今後の

進展が期待される。

Ｓ）極めて優れた成果があげられている 

Ａ）優れた成果があげられている 

Ｂ）一部を除き、相応の成果があげられている 

Ｃ）部分的な成果に留まっている 

Ｄ）成果がほとんどあげられていない 


